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鋒

戦

#
と
倍
用
姐
貨
并
に
財
政
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號 

九
四

受
く
可
く
、(

三)

國
;i
i
iは
交
付
期
問
內
は
何
時
た
ぅ
と 

も
必
3?
と
認
む
る
に
隨
ひ
、
有
偕
證
券
を
資
，却
す
る
權 

利
を
：留
保
す
、
但
し
斯
る
處
分
の
行
は
れ
た
る
後
に
於 

て
も
、
•證
券
の
预
記
漭
は
期
限
内
は
證
券
の
國
扉
杧
保 

持
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
け
る

w

同

一
.

の
支
挪
を
受
く 

可
ズ
、
湖
眼
滿
了
の
際
、

.
國
庫
は
預
託
者
に
還
付
す
る 

R
、
同
一
種
の
有
價
瞪
券
を
以
て
す
る
も
、
:
當
初
預
託 

し
た
る
と
同
一
の
激
最
.を
以
て
す
る
も
、
將
た
又
預
託 

當
時
の
價
格
に
五
分
を
加
へ
た
る
も
の
を
以
て
す
る
も 

可
な
-

CV

と
す
る
の
諸
點
を
示
し
た
ム
。
而
し
て
八
月
十 

五
日
に
'至
6
、
國
庫
に
し
て
他
日
預
託
瞪
券
の
或
る
も 

の
を
賣
却
す
る
，の
必
要
に
際
會
す
る
も
の
ど
し
、
其
賣 

却
代
金
が
：預
託
價
格
に
五
分
を
加
へ
だ
る
も
の
ょ
ぅ
大
' 

な
b
し
^
き
に
は
、
预
，託
翁
は
期
限
滿
了
に
際
し
、
賣
却 

代
金
の
全
額
を
領
收
す
各
こ
マ

」

、
八

月

士1

日
に
指
定 

せ
ら
れ
た
.る
有
價
證
券
の
預
託
價
格
は
八
月
十

一.

日
偷 

敦
株
式
取
引
所
に
於
け
る
中
値
を
以
て
す
る
こ
ど
、
後

H
游
定
せ
ら
る
、
有
惯
證
券
に
於
て
は
指
延
前
：！！
の
同 

欉
値
段
を
以
て
す
る >」

ど

•!
:
公
に
し

、

A
針
畫
の
下
に 

现
に
S

R
預
託
：せ
ら
れ
ね
る
来
國
弗@
券
は
：千
九
m
 

十
六
年
九
月
十
闹
日
前.に
-、

W

S
よ
b
希
a
を
^
出
：
 

一
づ
る
と
&
は
、
1̂
計
畫
に
#
ず
を
得
る
こ
^
を
示
し
た
_

| 

»
p 
o

j

政
府
が
预
託
蹬
：券
を
賣
却
す
る
權
刺
を
保
留
し
た
.る 

一

事
は

B

s t

畫
を
實
行
する

'

に
當

b

、

大
な
る
誤
解
を 

.
民
間
に
惹
起
す
る
原
因̂
な
れ
：レ
。
然
れ

W

も
政
府
：の 

意
恩
は
軍
に
外
國
に
慕
集
す
る
公
偾
の
擔
保
ミ
し

‘て
、 

预
託
識
券
を
使
用
す
る
に
止
ま
ぅ
、
現
に

大

藏

大

15
も
，：
 

八
月
二
十一

一

一

日
下
院
に
於
て
ヽ
預
託
證f

賣
却
す
る 

\
が
如
き
は
、
英
國
政
府
に
於

V

公
債
を
發
行
す
る
能
は 

ざ
る
に
至
る
遠&
將
來
‘の
翅
想
な'る
こ
ど
を
朋
言
し
た. 

b

。

始
め
お
針
畫
は
任
意
的
な
り
し
が
、
結

局

八

訐

畫

：
 

に
於
け
るV」
同
じ
ぐ
、

一
磅
に
.付
き
ニ
志
の
附
她
所
得 

税

を
澦

記

せ
ら
れ
ざ
る
瞪
黎
の
所
得
に
賦
課
す
る

こ

と

、
.な
り
、
更
に
八
月.

t

一
 
十
四
日
B
計

瘦

に

.
包

含

す

可

き 

有
價
避
券
の@
次
發
表
せ
ら
れ
次
る
に
次
い
で
、
時
に
. 

追
加
せ
ら
れ
、一

方
に
十
.

1

月
十
六
日
A
計
畫
は
廢
止' 

せ
ら
れ
、
同
計
铍
に
預
託
せ̂

v

れ
た
る
證
券
は
總
てB 

計
畫
に
移
る
こ
ビ>
な
れ
り
°

| 

證
券
猶
員
の
計
晝
に»

'1
>
て
、
-#.
を
進
め
た
る
各
の
一 

-

は
、.；證
券
猶
發
の
針«
是

れ

な!>
:
.
。
：
即

ち

千

九

百

十

七
 

年
一
月
ニ
十
五
日
政
府
は
金
融
上
の
地
位
を
鞏
固
な
ら 

し
む
る
爲
め
に
必.要
な
^

認̂

む

る

と

き

は

、
：
或

，
る

極 

類
の
有
價
證
券
に
國
家
防
譲
餓
を
適
用
し

 

>
:之
を
徵
發V:

 

す
る
を
得
べ
く
、
賠
偾
金
は
證
券
が
任
意
に
國
庫
に
賣

\. 

却
せ
ら
名
、
際
に
其
代
價.を

決

定

す

る

マ

」

同
一
.
の

原

則

一 

に
據
る
可
く
、
又
國
庫
が
®
券
を
一
時
必
要
ミ
す
る
と 

き
は
、
，額
而
價
格
百
磅
に
付
き
十
志
の
料
金
を
.支
拂
ひ 

て
"
之
を
借
入
る
S
を
得
べ
し
。

千
九
百
十
七
年
四
. ^

合
衆
國
が
聯
合
國
に
加»

し
_
て
. 

戰
淨
.夂
難
加
す
る
や
、
，1

«
合
諸
鑛
の
合
雜S

に

於

.

第
十
二
饴(

九
六
九}

雜

錄

銀
似
U
1
す
る
研
究

て
發
行
す
る
公
偾
に.は
擔
保
を
要
せ
ざ
る
K
至
れ
る
を 

以
て
英
國
政
府
亦
五
月
中
旬s

b

^

爾
ヰ
B
,
#
#
0 

T

K有
價
p

:̂の
‘預
記
を
受
く
る
乙
と
を
中
此
す
る
旨 

を
公
.に
し
た
：6
。
然
も
國
庫
は
合
衆
國
に
於
て
寶
却
す 

る
に
適
す
る
合
衆
國
幷
に
加
奈
陀
卵
證
券
を
麻
接
に
買 

入
る
，

の
希
望
を
有
す
る
や
、
論
を
俟
た
ざ
る
な
o々

，
銀

價

に

，
關

す

る

硏

究

(

下)

：

；

小

林

武

男

第H1

銀
，價
調
節.に

關

す

る

各

_

の

施

設 

'

ス
叙
輸
出
入
の
管
遡 

銀
價
の
勝
*
に
就
て
最
も
打
擊
を
蒙
む
る
は
英
國
政
. 

府
に
じ
で.、
銀
價
0
四
'+
片
に
近
か
んS
す
る
昨
年
七 

月
印
度
政
府
を
し
て
先
づ
留
比
鈒
货
の
鋳
馈
ヽ
破
粹
又 

は
流
通
外
に
使
用
す
る
を
禁
止
せ
し
め
、
觅
に
鄠
で
鈒

.

第
七
號
 

九
3?
.



第

十

二

怨(

九
七
0)

雜
.

錄

銀

偾
I-
關
す
る
研
究

の
印
度
輸
入
を
赞
理
せ
し
め
ヽ
印
度
へ
銀k
輸
入
し
た 

る
者
_
其

&
輸
入
後
十
ロ
以
內
に
當
時
の
偷
敦
鍛
塊
相
，
 

場
ょ
-

O

五
分
引
を
以
^
政
府
に
提
供
せ
し
め
、
以
て
個 

人
の
銀
輸
入
を
禁
业
し
ザ
ジ
ー
に
於
け
る
銀
取
引
に
制 

限
を
加
へ
銀
に
對
す
る
投
機
を
自
然
に
消
滅
せ
し
め、| 

I

方
一
定
の
交
換
率
を
以V
.©
比

銀

貨

を

供

給

し

て

價 

格
の
騰
貴
を
防
止
し
た
ぅ
。
次
で
九
月
に
入
り
て
は
米 

國
は
輸
出
の
管
a
を
實
行
し
、
從
來
支
那
、
印
度
等
に- 

流
出
し
た
る
錶
の
移
動
を
禁
止
し
、
英
國
政
府
と
協
力 

し
て
鈒
の
供
給
を
潤
歡
に
し
馓
格
の
奔
騰
を
防
ぎ
た 

^

0
我
國
亦
銀
貨
の
鶴
潰
及
輸
出
を
禁
止
し
た
る
が、
_ 

此
ば
銀
價
の
騰
貴
に
由
ぅ
銀
貨
の
實
價
が
額
面
以
上
に 

騰
貴
し
だ
る
が
爲
め
、‘
®

m輸
出
の
處
あ
る
を
思
ひ
て
一 

執
6
た
る
手
段
に
し
て
、
豸
米
にM
け
る
銀
政
策
と
は 

其
の
趣
異
な
れ
彡
。'.
其
の
後
墨
西
哿
亦
銀
.の
輸
出
を
特 

許
の
•下
に
置
き
、
米
®'
政
府
と
；協
i
-/
b
'-
b
て
金
と
銀
と
の
. 

交
換
を
爲
せ
る
が
如
し
。
か
く
の
如
く
今
日
に
於
て
は

第
七
號 

九
，六

龈
の
輸
出
入
管
观
に
侬
ぅ
"
銀
の
國
隙
的
移
泐
極
度
に 

制

限

せ
.&
る
ゝ
乙
と
>
«:
b
し
を
以
て
、
谷
市
場
に
於

け
る
相
場
は
■

マJ

*

&

1.

啤

の

如

き

投

機

的

分

..子

を 

合
ま
ざ
る
に
至
れ
h
o 

:

ニ
、
爽
米
政
府
の
.銀
：典

同

買

入

計

盡 

英
米
政
府
は
銀
の
輸
出
入
を
管
理
し

y

銀
に
對
す
る 

投
機
を
抑
丘
す
る
ヾ
し
共
に
、k

に
進
ん
で
銀
の
分
配
を 

獨
占
せ
ん
て
ミ
を
企
て
、
昨
年
十

一

月
一
九一

八
年
度 

產
銀
額1

億
オ
ン
ス
を
英
*

*
|3
し

て

買

入

る
>
の
協 

定
を
遂
げ
、
先
づ
米
國
政
府?:
し
て
銀
生
產
密
と

其
の 

提
供
價
格
の
點
に
就
き
交
涉
を
進
め
し
め
つ
、
あ
ぅ
き 

而
し
て
右
.

i

億
オ
シ
ス
の
中
六
千
莴
オ
ン
ス
は
英
國
の 

所
要
額
に
し
て
、
.
四
千
莴
オ
ン
ス
は
米
國
政
府
の
賈
.入 

に
屬
ず
る
も
の
な
と
傅

' へ
ら
れ
& 

o .英
國
の
昨
年
に 

於
け
る
銀
の
需
要
額
は
印
度
、
埃
及
及
び
聯
合
國
の
分 

を
も
合
せ
.て
：：

t
隱

；：オ

ン

ス

を
^
せ

し

こビ
は

前
--
:
'言
'せ
. 

る
所
の
‘如
ぐ
な
れ
ば
、
今
年
，に
於
て
は
觅
に
多
額
を
必

‘

要
ミ
す
々
き
は
言
を
俟te
ざ
る
所
に
し
/て
、
殊
狀
印
度 

の
需
要
は
著
し
く
增
大
す
る
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
ざ 

i

o

ネ
れ
ば
右
英
國
政
府
の
買
入
る
>所
の
六
千
萬 

.オ
ン
ス
0
銀
は
悉
C
印
度
遙
送
せ
ら
る
べ
し
と
傅
へ 

ら
れ
し
は
理
由
の
存
す
る
所
に
し
て
、
蓋
じ
印
度
に
對 

し
て
輸
入
超
過
に
在
る
英
國
と
し
て
ば
銀
を
印
度
に
輸 

■遂
し
以
て
英
印
間
の
爲#

©圓
梢
を
圖
^
\
、
.且
は
印
度 

.銀
準
.備
の
充
實
を
期
：せ
ん
と
す
る
に
あ
る
：や
.明
か
な

而
し
て
一
億
オ
シ
ス
は
米
國
及
び
墨
西
哥
に
於
け
な 

產
銀
額
の
全
部
に
し
て
且
世
界
全
產
額
の
大
半
を
占
吖 

れ
ば
、
英
米
政
府
の
右
の
評
畫
に
し
て
愈
實
行
を
見
る
，

に

於

て

は

、

，從

來

米

國

ょ

：卜

録

を

貢

入

れ

つ

>

ぁ
り
じ 

支

那

の

需

要

は

全

然

排

斥

せ

ら

を

、

こ

^A

な
匕
、
事 

實
に
於
て
英
米
政
府
ほ
銀
買
入
を
獨
占
す
る
の
地
位
を 

得
、
其
の
贸
入
惯
格
は
銀
價
の
標
準
を
形
成
す
る
に
茔 

ぅ
，銀
價
の
安
定
を
期
し
得
べ
し
。
然5;
に
右
の
鮮
畫
は

笫

十

ニ

港(

九
七1

)
.

雜
,

錄
龈
俲
卩
_
丨
す
る
！

舅
入
僙
格
0:
.點

に

於

で

生

產

潘

と

办

時

に

寶

0'
ニ
敷 

を
見
、る
に
至
ら
す
ラ
英
米
政
府
は
ー
，
オ
ン
ス
八
十
$
仙 

0.1

i

格

に

於

て

.全

概

の

契

約

を

取

結

ば

ん

ミ

鎏

办 

る
が
如
き
も
、
銀
®
の
趨
勢
ょ
6
推
し
て
右
價
格
を
以 

て
は
到
底
生
產
者
を
滿
足
せ
し
む
る
能
は1?
、
- 鈒
生
產 

者

は

生

產

費

の

昂

騰

を

理

由

と

し

て

一

オ

ン

ス

ー

'
弗

を 

主
張
し
，
其
の
膊
米
國
政
府
保
有
吵
銀
貨
解
放
の
噂
も 

t

v

、
此
の
計
畫
は
.何
等
實
現
を
見
す
し
て
今0

R 

及
び
し
も
の
な
る
が
ク
次
に
述
ぶ
る
が
如
ぐ
米
國
龈
貨 

解
放
案
の
議
會
通
過
を
見
、I

方
に
米
國
政
府
はI

オ 

ン
ス
ブ
^
を
以
て
銀
を
市
場
に
解
放
す
る
と
共
に、

m 

供

給

の

潤

澤

と

な

る

：：を

待

ち

て

同

_

ー
オ
ン
ス」

弗
0: 

一
價
格
を
以
て
銀
を
質
爲
れ.補
充
を
爲
す
ご
:̂
、
な
&
し 

か
ば
銀
價
隊
事
實
上i.

オ
シ
ス
一
弗
に
公
定
せ
ら
れ
た 

る
と
同
欉
に
しV

、

昨
年
以
來
英
米
政
府
の
間
に
於
て 

協
議
を
遂
げ
ク
、
あ6
し
银
價
の
公
足
は
玆
に
愈
々
實 

現
せ
ら
れ
銀
®
は
安
定
を
得
る
に
至
れ九

^

'



笫

十

二

潴(

九
七
5

雜錄銀惯に關する研
究

三
ヽ
米
a
政
府
保
有
銀
貨
解
放 

、
米
國
政
府
保
府
龈
货
の
解
放
を
始
め
て
：唱

へ
た
る 

ば
英
國
の
賀
易
評
^

に

し

て

、
昨
年
七
月
號
に
於.て 

Silver 

Situation 

S
題
す
る
小
評
論
中
、

「

交
戰
各
國
ば 

銀
0
供
給
不
足
に
困
_
し
鈒
價
益
暴
騰
せ
ん
ビ
す
る
今

| 

m
、
：

聯
合
國
政
府
の
間
に
協
定
を
遂
げ
，米
國
政
府
保
有

一 

の
錐
貨
を
解
放
し
、
以
て
現
下
の
銀
供
給
難
を
緩
和
す 

る
の
方
法
な
き
や」

士
述
べ
た
る
を
見
る
。
尋
で
同
年 

九
月
の
細
育
ナ
シ
ヨ
ナ
ル*

チ̂
I
銀
行
の
サ
ー
キ
ユ
ラ 

1
は

「

政
府
保
有
の
銀
貨
を
解
放
し
て
印
度
に
輸
出
し 

以
て
金
の
印
‘度
流
出
を
防
ぐt

し」

ミ

論
じ
た
り
。
何 

れ

も

咋

年

七

月

以

降

に

於

げ

る

銀

.®
の

暴

騰せ

る

當
時 

に
唱
ベ
ら
れ
た
る
所
：に

し
.1
:
、

之
，
が

爲

め

銀

市

況

に

影

j 

響
を
及
ぼ
し
鈒
價
の
奔
騰
令
殺
ぐ
に
力
あ
ら
き
。
然

る

：
 

に
0

實
行
は
議
«
の
協
養
を
;#

る

を

要
す
る

ミ

、

M 

に
銀
生
產
潘
に
影
響
を
及
ぼ
す-:
:
マ

」

大

な
る
へ

等

の

爲 

め
、
容
易
に
實
現
を
見
る
に
至
ら
ざ
う
し
が
、
最
近

B
T

第
七
號 

九
八

月
二
十
二
日
銀
貨
三
億
五
千
海
典
解
放
及
銀
惯
格
ー
ォ 

ン
ス
一
卵
公
定
の
案
は
雨
院
を
通
過
し
大
統
領
の
署
名 

を
得
た
b

s
い
ふ
9 

.
 

•

米
國
政
府
が一

八
七
八
年
の
ブ
ラ
ン
ド
•
ア
ジ
ソ
ン 

條
例
及
び
一
八
九
0
年
の
'シ
ャ
I

マ
ン
條
例
に
，依
り
て 

銀
塊
を
買
入
れ
、

J

弗
本
位
銀
貨(

品
位
〇
•九
、ft
&
四 

一
二 

•五
グ
レ
ー
ン)

の
鑄
造
を
續
け
た
る
は
何
人
も
知 

れ
る
所
に
し
て
、
其
の
：額
合
訐
五
億
六
千
莴
郝
に
上
れ 

る
が
、
.中
市
場
に
流
通
せ
る
も
の
は
七
千
萬
®
內
外
に 

過
ぎ
す
し
て
、
殘
彡
の
四
億̂
チ
萬
卵
は
發
行
を
見
ず
、 

唯
其
の
代
表
紙
幣
た
る
銀
券
の
引
換
準
備
と
し
て
政
府 

に
保
藏
せ
ら
れ
ぁ
る
な
り
。
：
然
る
に
銀
價
の
低
落
ミ
共 

に
一

弗
銀
貨
は
全
く
定
位.貨
幣
と
化
し
、
同
時
に
銀
舞 

は
便
宜
金
貨
、
金
券
を
以
て.

H
P

換

へ

ら

れ

つ

、
ぁ

り

し 

か
ば
、
其
の
本
來
の
引
換
準
備
た
る
本
位
銀
貨
を
離
れ 

て
獨
立
の
紙
幣
S
し
て
；流
通
す
な
に
至
レ
、
政
府
保
有 

の一

弗
銀
貨
は
殆
ん
^
死
藏
と
同
檬
©:
狀
態
',.ビ
な
れ

L

〉マ

'

P

0

玆

に

於

：て

垆|弗
銀
貨
の
處
分
は
絕
え
ず
識
者
の
軟
弱
に
陥.ら
し
ひ
る
を
免
れ
ず
。.が
く9

味
銀
生
產
潘 

間
に
間
題V」

さ
れ
じ
が
？
銀
’®
低
落
せ
る
爲
め
之
妒
賣
の

'不
利
益
彡
な
る
.ぺ

ぐ

、
，
1
.從

，っ

で

銀

生

產

*

は

之

に

對 

却
に
侬
0
て
米
國
政
府
は
多
大
の
損
失
を
蒙
ひ
る
せ
、

し
て
極
力
反
對
.の
態
度
を
執
る
ベ
き
は
當
然
な
れ
ば
、 

他

：は

銀

券

を

囘

收

し

て

之

.に

代

る

.

ベ
き
適
當
-0
11
貨
を
同
時
に
米
國
政
府
を
し
て
銀
供
給
の
澗
澤
と
な
.る
を
待 

見
出
3 

し
爲
め
今
日U.

至
る
迄
依
然w

しV

放

棄j

ち

て一.

オ
ン
ス
1
弗
を
以
.て
银
生
產
者
ょ
ぅ
銀
を
贸
入 

S
れ
ぁ
然
る
に
昨
ギ
以
來
の
鈒
價
騰
貴
は
漸
く
る
、
の
權
能
を
興
ふ
る
こ
ミ
、
し
た
る
が
如
し
。
而
し 

M
入
當
時
の
價
格
に：

近
づ
き
た
る
と
、.
且
は
聯
合
國
政
.

て

^

も
.

一
オ
シ
メ
 

ー
#
は
#
て

米

國

政

府

が

銀

塊

を

.買 

府
の
銀
需
喪
の
急
な
る.
の
爲
め
、
茲
に
其
の
或
部
分
，

\

入
れ
た
る
當
時
の
平
均
價
格
に
相
當
す
れ
ば
、
米
國
政 

、を
解
政
し
て
印
度
に
輸
送
せ
ん
こ
と
を
圖
る
に
至
ち
し

\

府
t t

大
な
る
損
央
を
招
か
す
し
て
銀
貨
を
處
分
じ
、
貨 

も
の
な
&
り

..
、

:

. 

赂
制
度
上
純
然
た
る
金
本
位
た
る
の
地
位
に
向
つ
て
數 

••:
.而
しv

米
國
のI

卵
級
货
は
純
量
目
三
七 

一
•
一S

步
を
進
む
.る
こ
^
を
得
る
な
b
o 

•

グ
レ
ー
ン
な
れ
ば
、
三
偉
芄
千
萬
弗
の
、銀

貨

の

解

放

にV

元
來
本
條
例
の
根
本
目
的
は
現
時
世
界
に
於
け
る
銀 

.依
h
て
，鈒
塊
ー
：1億
七
千
西
萬
オ
ン
ス
を
得
べ
く
、
若
し
一
生
產
额
が
其
の
需
要
.を
充
す
に
足
ら
す
、
銀
憤
の
常
に 

此
の
全
部
を
印
度
に
輸
送
す
る
も
の
ビ
す
れ
ば
印
度
爲
,
暴
騰
せ
ん
ヾ」

す
る
を
抑
±
せ
ん
と
す
る
に
«
る
は
勿
論 

言

大

に
.圓
滑
な
る
こ
ズ
を
得
、る
に.至
：&

ん

、

併

し

乍

.

に
し
て
、
一

一

億
七
：千
瑪
オ
ン
ス
は
世
界
堡
额0
:
:
1
倍
：
 

S
E
k

時
に
_
題
ビ
な
る
は
、
か
く
の
如
き
巨
額
の
鈒
塊
半
以
上
に
當
-

^
之
M
解
放
さ
れ
て
市
場
に
出
づ
も
に 

が

一

.時
に
市
®U

現
は
も
、
R
於

て

は

勢

ひ

銀

市

況

を

於V

は

鈒

，の

供

給

は

著

し

く

潤

澤

と

な

石

を

疑

は

ざ

る 

.第

十

二

魯
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銀
似
に
關
す
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政
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,
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箄H

十

領

(

九
七
四)

：
' 

雜
，~

0-

銀
似
，に
闕
す
る
妍
究
，

が

、

洋
f

レ
i

奢

震

し

_

湯

せ

4
同

國

擊

刺
-度

の
*
礴

を

：繁

固.に
.す
§
七
共
に
，，
.、
英

印

及

米

：印

靡
 

爲
替
の
圆
»
を
11
ら

ん

と.す
る
に
出
で
し
や
明.か
な
る
. 

所
な
^V。

故
.に
本
條
例
の
米
國
貨
幣
惻
度
上
に
於
け
る?| 

意

義

は

證

重
f

l

'.
.同
國
犬
藏
卿
の
il
l
會

に

て\ 

言
明
せ
•る
如
ぐ
唯
1
:
_的
の
^

#
に
過
ぎ
^
る

や

も

邾I 

れ
ざ
れv

も
、
銀
券
の
囘
收
及
び
本
位
銀
貨
の
利
用
は
一 

米
國
•

刺
f

款

年

來

办

懸

案

な

れ

托

府
. 

を
し
で
.呔
此
办
^

#

於̂

ズ

.貨

幣

上

の

改

革

钇

遂

ぐ

る 

S

K
最
も
希
f

杏

所

：な
る.ベ
く
、
銀
生
逢
著
ゆ
本
條| 

例
に
：.f

る
反
對
を
緩
和
f

:
©-
手
段
と
し
.で
：
、

一

ォ：

j 

ンx

 I

卵

を

以

て

銀0

_
充
1

^
を

瀉

し

苒

び'銀
¥

.
 \ 

磷

行
.

_
伽

鹰

に

復

す

る
.の

翁

露

を

說

け

あ

：
る

.も

、

此

， 

施

に

至

ら

す

し

：て

也

む

に

饮

氙

ら

ぎ

る

が

。

縱

令 

-m
後
«
5:
'
1只
入
.̂

‘ >
こ
’
と
あ

ヶ

と

ず

る

も

今

ほ

迄

ー

の

如 

ぐ

之

を

國

庵

に

死

藏
1>
盧
.ぐ

が

如

，き̂
*
.か
，るv

ぐ

、

, 
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米
國
の
-«
幣
M

は
こ

，に
着
し
.き
進
化
を
見
谷
こ
ミ 

な
る
べ
し
亡#
せ
ら
感
々
寒
は.圃
ょ
^
,戰
後
の
_

® 

i:
c
馬
す
ベ
き
#
、
何
れ
^
し
て
も
米
國
政«
が
»
の
：鐵 

潰
せ
t
銀
を
一
：
オ
ン
：ス
：
ー：
弗
ゆ
«
格
を
以
て
，市
場
跤
撮
：
 

供
す
る
'限
か
、
餐
は
恰
も
公
定
せ
ら
れ
た
芬
と
同

f 

の

緖

舉

と

な

布

價

格

釔

標

準

^
し
て
上
下
僅
少
の 

變
動
を
見
る
に
過
ぎ
：ざ
る
ベ
し
。

.

議E
T

 :

印
度
§

制
度
の
動
搖「

親
優
&
意
外
の
暴
騰
ぢ
共
に.貨
幣
制
度
^
職
搖
?:
來 

し
な
な
は
甜
度
な
り
。1印

堞

の

貨

幣

^

^

は

何

人

も

細 

れ
.
4
如
く
金
爲
替
本
位
は
し
で
、
國
的
に
は
定
位
貨
幣 

た
る
留
J;
b

«

»を
法
貨
ミ
し
て
流
a
せ
し
め
#

^

^

» 

上
に
於
て
は
金
本
位
を■採
用
し
、
以
て
.實
質
銀
貨
國
れ 

各
に
拘
は
も
#

#
本
位
國
R
對
t
る
§

の
變
動
を
防 

止
せ
ん
;̂

す
る
も
0.
な
6 

o之
が
爲
め
偷
敦
に
金
本
位 

雕
備
金
、
紙
幣
發
行
準
備.
及
，.び
政
滕
殘
霉
ぬ
名
0
. 

の

下

に

金

貨

、
金

地

金

：乂

は

英

國

炅

は

.印

度

政

府

の

公

偾を
必寒
の：

場

合

#
の
#
爲

簪

資

金

に

對

し

惟
1
,九
0
七
年
4

>
八
年
^
掛
讨
丈
印
燦
^
國
際
货
借 

T

S

M
於̂
て
输
敦
宛
爲
替
を〕

定
率
を
以
て
賣
m
し

.
弗
常
办
逆
襴
を
里
し
、
印
度
爲
替
漸
落
し
て
金
輸
出
點 

依
り
.

P
®

比
の
爲
替
率
を
.維

持

す

，る

な
b
.。
即

ち

留

比

を

下
.る
紀
，至
り
し
こ
ミ
あ
り
て
、
印
度
政
府
は
偷
敦
に 

.の

對

外

爲

替

率

維

持

の

年

段

と

し

て

は

、

要

求

あ

，る

に

於

け

名

カ

‘ウ
ン
シ
ル
。
ビ
ル
の«
:«
'|
:
廢
1:
す
る
と
共 

S

1定
率
.

S

相
場
に
於
て
偷
敦
拂
の§

を
供
給
す|

に
印
度
に
於
て
は
&
輸

出

.©
を
以
て
偷
敎
手
形
を̂

^
: 

而
し
t
節
度
め
實
:#
,
關

係

は

十

數

，年

來

商

\

し
以
て
留
此
の
離
持
を
蘭
れ
务
。
变
令
次.戰
亂
0
當
初 

品
及
び
金
級
の
1

入
砍
於
す
概
ね
常
に
ニ
億
乃
至
三
蛑
淤
て
抑«
爲
替
め
：1
時
金
轍
出
點
に
低
落
せ
し
こe 

億
時
^
し
^
择
四
億
傲
此
が
蝓
出
超
過
を
示
し
た
る

：一

あ
b
し
が
.、

印

度

政

府

：は

1
.
^
©

八

年

の

：例

；ぬ

傚
a
..て 

が
、：
他
为
に
於
T

S
度
政
府
の
英
國
に
對
す
る
支
拂
所：
| 

.
力
；ウ
レ
シ
ル
’
ピ
‘ル
の
賣
掛
制
限
ど
共̂

、
印
度
，'^
於 

謂

H
o
m
e

 

,

1

1及
び
*
人
勘
定
に
於
け
る
.支
#

の
_ 一
 ..H.1.

迦
1S
T
离
#
の

偸

敦

手

形

を

供

給

し

.留

比

爲

替

め

囘 

存

す

る%
办
.て
、
.其

の

額.戰

前

に

は

凡

を

S

億

五

千

萬

，復

を
»1
れ
る
こ
と
あ
ち
，.

(

1

日̂
6
3
?
1
^
0
6
€
:

§ Curjeney 

留
比
に
上
}

^
れ
'ば

、：

國

際

贷

借

，は

条

體

は

於

て

一

年

^

O

H

S

O

而

し

て

一

方

龈

價

，
が
ニ
，十

片

臺

K
在
る
眼 

約
1
億
75
_

】

镱
留
比
の
逆
_
は
把
办
。
此
‘の
措
高
は\

 

b
、
.

f

比
銀
貨
：の■
造
に
.
R

6

V多
天
の 

年

々
§

に
於
け
：る
鐵
道
資
金
と
し
て
偷
敦
に
於
て
發.
.利
：益

收

：め

益

偸

敦

に

.於
け
る
金
爲
替
資
金
>
充
實
す
名 

.行
せ
.•ら
各
>
.
.
印
度
.政
府
.の
公
债
.、
文
は
.錶
行
、
會
社
等

を

，得
、
间
時

.に

褕

敦

に

於

け

：る
.印

度

爲

替

の

供

紿

に

は 

の

惜

入

金@
形
を
以
，て
決
濟
せ
ら
れ
し
か
ば
、
貨

借

は

支

障

を

來

さ

3
れ
ば
一
九
〇
〇
年
金
、爲
替
本

i

.

0

f

o

位
柳
度
を
«
:立
し
«/
此
の
^

^
率
を1

志
解
片
せ
梵
め 

f
 】

：€.
§

0
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第

十

二

铉(

九七六

)

雜
錄
龈
僦
ぶ
酿
す
ざ
研
究 

し
以
來
振
近
に
至
る
迄
之
を
維
持
し
て
渝
る
乙
ビ
な
く 

«
に
金
爲
替
本
位
制
度
の
典
型
た
る
の
み
な
ら
ず
、
理 

想
的
货
锻
僴
度
と
し
て
各
^
货
幣
制
度
の
歸
着
點
ビ
盔 

獬
せ
ら
れ
た
る
程
な6
き
。

■

然
る
に
今
次
戰
淨
は1.1
童
の
■
係
に
於
て
印
度
貨
幣
一 

制
度
'の
運
用
に
支
障
を
來
さ
し
め
たb
。
H
ち

\ 

'(

ご
は
印
度
轍
财
賀
易
の
引
續
き
好
況
を
里
せ
る
ょ

； 

.

り
調
際
貸
借
著
し
く
順
調
を
呈
し
爲
め
に
印
'度
爲
一 

®
の
騰
貴
を
招
け
る
こ■と
：...：
 

■.
 

r

 

(
1

一)

は
銀
價
の
騰
貴
ょ
，k
し
セ
留
比
銀
貨
の
實
價
を
，
 

*.
名

目

價

格

以

上̂.高

め
^
る
：
こ̂

.

の
ニ
一
.是

れ

な

と

戰

箏

以

來

印

度

の

賀

易

上

に

於

け

る
 

輸
出
超
過
は
、
第
一
年
の

」

^

一
四丨

一
五
年
に
於
て 

:は
ニ
，億
©
比
に
.足
ら
ず
全
體
の
國
際
貨
借
は
屯
年
以
上 

8

調
に
陷
b
し
も
、

一
九V

五—

一
六
年
に
.は

芄

.« 

七
千
^,
留
比
、
翌
ー
九1:

六
1

「

七

年

に

は

页

に

，增

加

. 

し
^
六

億

：餘

留

此

を
.算
せ
し
程
に
^
'
他
方
貿
易
外
の

•貸
借
も
戰
银
以
來
英
國
に
對す
る
支
挪
額
の
壞
加
せ
る 

も
、
同
時
に
英
國
政
府
か
メ
ソ
。ホ
タ
ミ
ャ
及
び
埃
及
方 

而
に
於
け
る
印
度
堪
隊
の
錐
持
费と
し
て
印
度
に
8

 

す
る
额
甚
だ
大
な
•り
し
か
ば
、
印
度
の
國
際
贷
借
は
未 

一

曾

有

の

順

調

を

呈

し

ヽ

從

，
つ

て

印

度

爲

替

の

！

r

要
增
加 

I
Iし
其
價
格
を
騰
貴
せ
し
め
たA
莕
し
印
度
政
府
に
し
て 

|

右
の
，事
情
を
意
ミ
せ
ず
偷
敦
に
於
て
從
來
の
爲
替
率
を 

|

以
て
自
由
に
カ
ク
ン
シ
ル
•
ビ
グを
供
給
し
た
ら
ん
に 

.
は
、
印
度
爲
替
は
決
し
て
動
搖
す
る
こ̂
な
C
圓
滑
な： 

る
を
得
る
な
A
。
然
れ
ざ
も
印
度
の
國
際
貨
借
が
旣̂
. 

多
頗
の
貸
勘
定
.'^
在
る
限
0
、
カ
.
.ク
ン
ン
ル
•
ビ
ル
の
賣 

\

出
は
或
る
程
度
以
上
印
度
に
於
て
留
比
銀
貨
を
準
備
せ
. 

\ 

あ

る

べ

か

ら

ず

.
。

然
る
に
銀
供
給
の
不
足
は
多
額
め
印 

度
廻
送
を
な
す
能
は
ざ
ら
し
め
、
印
度
政
府
は
留
比
爲 

替
の
安：
定
を
期
す
べ
き責

任

者

^

し

て

當
然
執
る
ベ
：き 

;

タ
ク
シ
シ
7-
。
ビ
，
ル

の

賣

出

を

自

由

な

ら

し

め

ざ

る

べ

， 

か
ら
ざ
る
に
、
，
却
て
之
を
制
限
す
る
め
矛
盾
を
敢
て
す

^
の
止
^
を
#
ざ

る

に

至

：れ
6
。
‘故
に
'今
田
に
：於
て
は 

カ
ク
ン
.シ
»

ビ
ル
の
寶
出
は
印
度
政
府
の
英
國
送
金 

序
段
た
る
本
來
の
目
的
に
歸
り
、
.印
度
爲
替
の
安
固
を 

圖
る

ビ
い
ふ
重
嬰
な
る
任
簌
を
果
す
擺
は
ざ
る乙ヾ
し ゝ

な
れ
b
。 

I, 

.

次
妃
印
度
幣
制
の
銀
價
の
騰
貴
ょb
し
て
..蒙
む
れ
るj 

影
傳
は
觅
に
大
に
し
て
フ
元
來
留
比
鈒
貨
の
純
量
目
は
：
 

W
六
十
五
.グ
レ
ー
ン
な
れ
ば
ぃ
偷
敦
銀
塊
相
場
四.三
• r

 

j 

六
母
の 

一§

?

o

五
©
片)

に
.於
て
實
價
一
志
四
^

j 

金
に
對
し
て
定
め
ら
れ
^
る
交
換
率
と
平
價
一 

に
在
る
こ
ゴ
ゝ
な
る
。
故
に
若
し
銀
價
の
四+

H
jt
H 

上
尺
騰
貴
せ
る
際
尙
：ほ
從
來
の
爲
替
率
を
維
持
す
る
に

\ 

於
て
は
、：.印
度
政
府
は
留
坩
銀
貨
の»
造
に
依
6
.常

に

\ 

損
失
を
招
く
に
至
る
ベ
く
、
加
之®
比
銀
貨
は
鶴
潰
^

れ
.印
度
の
幣
制
は
极
本
ょ
、ヮ
破
壞
さ
る>

0
外
な
き
に 

M

ら
ん
：。
玆
忙
於
て
か
印
度
政
府
は
昨
年
八
月
二
十
七 

日
、
，一

1

十
年
間
維
持
し
來
り
し
一,留
，比一

志
四
片
の
爲
丨

,
第
十
二
卷.

(

九七七

)

雜
、
錄鈒愤

U
關マる、
研究

替
率
を
變
M
し
て
一
志
玉
片
と
な
し
、
他
方
銀
憤
を
調 

節
し
て
四
十
五
片
以
下
忙
保
ち
以
て
極
力
留
比
の.安
定
：
 

を
圖
6
れ

ぅ

。

然

る

に

對

印

爲

替

の

.®
要

は

益

增

加

す 

る
の
み
な
ら
ず
、
銀
價
亦
動
も
す
れ
ぼ
騰
貴0 .
傾
向
あ 

る
を
免
れ
ざ
る
を
見
て
、
最
近
四
月
に
入
&
て
苒
び
爲 

替
率
を
引
上
げ
て1

志
六
片
を
な
し
た
る
が
如
し
。
銀 

價
の
騰
貴
ょ
り
起
る
留
比
の
實
價
增
却
に
伴
れ
ヽ
其
の 

金
に
對
す
る
爲
替
率
の
騰
貴
す
る
は
固
ょ
&
當
然
と
す 

る
所
な
る
も
、
か
く
て
は
金
爲
替
本
位
の
妙
用
は
全
然 

沒

却

せ

ら

る
>こ
o

な

る

ベ

く
、
今
後
と_

7
P

他
に 

根
本
询
對
策
の
執
ら
れ.ざ
る
限
6
續
い
て
爲
替
率
の
引 

上

げ
,?
:
行

は

：ざ

る

べ

か

ら

：ざ

る

に

至

る

や

必

せ

b
o 

之
か
對
應
策
i
し
て
或
は
留
比
の
改
鑄
又
は
保
證
準 

備
に
依
る
の
發
行
顔
を
擴
張
ー
し
て
小
額
面
紙
幣

.0 

發
行
を
爲
す
等
の
方
法
協
議
せ
ら
れ
し
が
如
き
も
、
英 

國
政
麻
ミ
し
て
は
印
度
爲
替t
引
上
げ
て
印
度
の
®
出 

を
減
诞
せ
し
め
反
對
に
®
入
を
促
進
し
以
て
輸
出
入
の 

,
: 

'第
七
號
.

, i〇
m,'
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九
七
5

'

-雜

錄

銀

偎

I;
猢
す
る
研
究
' 

. 

笫七號一〇四

自
働
的
均
衡
を
求
.め
し
む
る
.と
共
に
、
印
度
に
於
け
る 

怊
比
の
供
給
を
澗
澤
に
し
和
換
て
對
印
爲
替
の
冏
猾
を 

期
：せ
ん
と
せ
P

。
併
し
乍
ら
^
戰
國
の
印
度
生
產
品
に 

對
す
る
需
要
は
戰
爭
遂
行
上
必
耍
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
物 

多
く
、：
從
.つ
，て
.印
度
爲
替
，の
引
上
け
に
依
る
物
價
の
騰 

貴
も
印
度
の
»
出
を
減
退
せ
し
む
る
能
は
ず
、
英
印
間 

の
國
際
貸
借
は
益
英
國
に
對
し
て
遨
調
を
呈
し
對
印
送 

金
額
を
大
な
ら
し
め
し
に、
.カ
ク
ン
シ
ル
、
ビ
ル
の*
 

.出

額

は

著

し

く

制

限

せ

ら

れ

ぁ

り

て

對

印

爲

替

は

益

繁 

縮
を
見
る
の
外
な
か
纟
き
。
玆
に
於
て
英
國
政
府
は
最 

後
の
手
段
と
し
て
印
度
に
對
し
銀
め
現
送̂
企y
、
今 

囘
米
國
政
府
S
協
議
の
結
^
同
®
政
府
保
有
の
飯
貨
を 

鶴
潰
し
印
度
^
輸
送
す
る
こ

.年

、
し

、

先

づ一
億
五
千 

藕
ォ
ン
ス
を
順
：次
印
度
に
送
り
留
比
銀
貨
鎢
造
の
資
に
：
 

充

つ

る

こ

ビ

、
な

れ

ぅ

0

.
去
る
四
月
七
日

に
於
け
る
印
度
.の
紙
幣
發
行
高
は
九 

■
七
千
四
百
五
十
萵
留
比
に
し
て
、
同
日
留
比
銀
貨
の

現

在

高

ば

：
ー
：
億

賴

莨

四

：十

莴

留

此

0
少
額
.を
：示

し

兌

換
. 

制
度
の
危
機VJ

迄
唱
へ
ら
れ
た
る
が
、
今
後
米
國
ょ& 

一
億
五
千
莴
才
ン
ス
の
鐵
を
輸
送
せ
ら
れ
、
之
を
以

V

 

掘
億11i.

千
六
百一.ri

十
莴
留
此
の
銀
貨
を_
迤
す
る
U
於 

て
は
、
印
度U

於
け
る
®
J：
b
銀
貨
の
現
在
麂
は
五
億
四 

千

萬

留

，比

に

達

し

兌

換

の

*
礎
繁
固
と
な
る
S
共
に
印 

.
度
爲
替
亦
安
定
な
る
を
得
べ
し
。
若
し
之
に
侬
&
て
偸 

:

敦
に
於
け
る
力
ク
ン
シ
ル
•
ビ
ル
の
賣
出
额
を
墙
加
す

i 

■る
に
至
れ
ば
我
が
對
印
爲
替
も
亦
從
つ
て
圓
滑
を
期
し

> 

:

. 

.

!

得
る
に
至
る
べ
し
。

.

第
五
萬
國
複
本
位
制
_
題
の
復
活 

\

萬
國
狻
本
位
刺
！

i：

題
は
1

-A
七

◦

年

以

後

銀

憤

の

低 

一
落U

苦
し
め
る
邦
國
の
間
に
唱
へ
ら
れ
た
る
所
：に
し 

て

、

英

米

佛

等

の

代

表

渚

會

合

し

て

之

が

實

施

に

_
就

き 

討

議

を®
ね

た

る

が

、

遂

に

一

八

：九

ニ

年

®
食

合

紀

於 

,
て
愈
質
行
-0
'
協
定
成
ら
ず
、'興

の

狻

銀

價•€
>
低

落

益

著 

し
か
b
し
か
ば
萵
樹
狻
本
位
制
の
如
き
遂
に
幻
妃
す
る

溝
^
へ
も
な
か
り
き
。
然
る
に
昨
年
以
來
銀
價
の
騰
貴 

甚

し

く

、

一
.時

五

十

五

片

に

选

達

し

1

八
七
八
年
當
時 

の
價
格
に
復
し
た
る
ビr

且
は
英
米
政
府
が
銀
生;1
罾 

€■

價
格
を
m
定
.せ
ん
と
乙
_
る
等
の
事
情
ょ
り
見
て
、 

米
國
に
於
て
或
、る
，一
部
の
奢
は
萬
國
複
本
位
制
の
實
施

一 

困
難
な
ら
す
と
な
む
、.紐

育

の
-
新
聞
の
如
き「

現

下
，
- 

戰
爭
の
需
要
に
應
:t
る
爲
め
著
し
ぐ
膨
脹
せ
る
信
用
の. 

‘基
礎
を
®
固
に
す
.る

爲

め

金

及

び

鈒

.を

基

礎

ミ

す

る

离

一 

國
貨
幣
制
度
間
題
米
國
政
府
と
聯
合
國
政
府
ビ
の
間
に

| 

.協
議
せ
ち
れ
.つ
、
あ
b
。，
即
ち
祓
本
位
制
は
萬
國
共
通

「

一
 

の
貨
幣
制
度
と
し
_て
復
活
す
べ
し」

、S
論
せ
る
を
見
る
'

其
奴
他
之
に
類
す
る
意
見
を
發
表
せ
る
潜
あ
ち
て
、
要 

す
る
に
興
の
根
本
の
理
由:̂
す
る
所
は
、
今
'[
3
.の
如
く
一 

紙
幣
の
發
行
额
增
加
し
且
信
用
の
甚
む
く
膨
脹
せ
る
場 

合
金
の
：み
を
以
て
し
て
は
到
底
典
の
信
用
を
維
持
す
る 

こ
ぐJ

能
は
^

、

現

に

今
：：：

世

界W

要
園
の
紙
幣
發
行
高 

に
•
對

す

る

金

单

備

の

割

合

は

正

味

1

割

內

外

に
b 

擎

>1

錄
' 

(

丸七九

)

雜
錄
銀
愤
に
織
す
る
研
究

て、
今
後
戰

^
め
^
行

に
#

^

紙̂

幣
-0
發

行

額

碰

增 

加
：す
べ'く
？
而
か
も
金
の
產
額
ば
服6
ぁ

れ

ば

此

め

難 

備
の
劍
令
は
益
猶
下
す
る
も
の
見
ざ
る
ベ.か
ら
す
。
加 

之
戰
後
§

の
雜
理
%
余
ぅ
す
る
迄
梂
依
然
今
日
の
狀 

態
を
繼
續
す
べ
け
れ
，«
、
寧
ろ
金
銀
の
比
價
を
：一
定
し 

て
兩
者
を
以
て
紙
幣
の
準
備
ビ
な
し
其
の
信
用
を
維
持 

す
べ
し
と
い
ふ
に
狂
る.が
免
し
。
併
し
作
ち
之
に
^
す 

る

反

對

論

も

多

く

就

中

ダ

べ

ン

ポ

ー

ト

敎

授

の

免&'
、 

銀
(1
'
今
日
の
騰
貴
は
戰
爭S

ふ
異
常
の
原
因
に
恭
く 

も
の
に
しV

戰

.爭

の

終

了

と

共

に

低

落

す

る

は

言

を

俟 

た
ざ
る
所
S
る
べ
く
、
且
其
0
動
榣
常
な
き
戰
前
に
異 

な
る
な
く
.到
底
價
格
の
本
位
ミ
し
膦
買
カ
の
標
準
ビ
な 

す
能
は
ず
。
加
之
金
準
備
の
不
足
は

j

時
の
現
象
な
る 

ネ
凝
本
位
制
.の
：採

用

枕

永

久

的

性

質

を

帶

ぶ

。

1

1

 

手
段
の
.爲
め
に
永
久
に
亘
&
て
惡
影
響
を
貽
す
祓
本
位 

制
を
採
用
す
る
と
い•ふ
が
如
き
殆
ん
ざ
間
題vj

す
る
に 

返
ら
ず」

-
y
j
s
せ
b
?
x
:
n
h
a
r
l
e
s 

V
e
z
i
n

の
如
き
は

笫

七

虢
一
〇

五
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ニ

怨
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九
八
o)

'
‘ 

-

雜

錄
獨
逸
浓
徵
銀
行
論 

「

命

の

，
外

に
31
に
鈒
を
加
へ
て
通
貨
の
準
備
を
櫥
張
す 

る
に
於
て
は
、
<
r
B以

上一

層
信
ル
の
膨
脹
を
招
き
物 

價
は
益
騰
貴
す
ベ
く
、
且
其
の
臆
貴
は
戰#
ゑ
く
®

*
 

す
:̂
に

至

る

ベ

く

爲

め

に

國

民

の

中

堅

を

成

ず

中

產

階 

級
は
非
常
の
困
窮
を
招
ぐ
に
至
る
：ベ
し

」

で
て
反
對
を 

表
せ
b
。
佘
も
固
ょ
¥
金
銀
狻
本
位
制
度
0
復
活
す
る 

が
如
き
乙V」

あ
る
ベ
：
し̂'
は
信
せ
ざ
れ
^
も
、
今
日
の 

如
く
銀
が
貨
幣
上
に
於
て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
た
る
，
 

は
未
だ
見
ざ
る
.所
に
しV

、
假
令
金
ミ
並
ん
.で
ネ
ほ
«
 

ビ
な
ら
さ
る
迄
も
從
來
の
如
く
單
に
補
助
货
た
る

に

止 

何
等
か
の
方
法
に
於
て
金
の
働
き
を
補
ふ
に 

至
る
ベ
し
と
想
像
さ
れ
ざ
る
に
も
あ
ら
中
。
开
は
兎
も 

角
米
國
に
於
•て
金
銀
祓
本
位
開
題
の
一
部
の
間
に
唱
へ 

ら
れ
つ
.
yあ
る
事
.丈
け
を
紹
介
し
置
く
。

I 交質

笫

七

號

一
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六

驪

前

號

訂

正
 

.

衍
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誤
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正
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六
上
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»
g
t
o
k
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7
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l
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w
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=
4
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6
^

獨

逸

兼

營

銀

行

論(
H

(

獨
逸
兼
營
銀
行
の
銀
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